（様式第４号）
企画提案に関する調書
[bookmark: _Hlk159161347]事業所識別コード：　　　　　　　　　　


　　本様式にある項目名及び注意事項が全て記載され、提案内容が分かりやすく記載されていれば、本様式に「別紙のとおり」と記載し、別紙を添付してもよい。この場合、電子データで提出する場合のファイル名は、先頭に「02_別紙1」と付した上で、資料の内容を簡潔に表すファイル名とすること（量的に過度な資料としないこと。また、別紙は、原則として、Ａ４判とすること。）。
[bookmark: _Hlk159161634][bookmark: _Hlk159161283]なお、適宜記入欄の幅の変更及び頁数の増加をしても差し支えない。

１　企画提案内容

1 全体スケジュール（根拠　要求水準書1.3）　
	（要求水準書表１に留意し、設計、構築、テスト等の主要工程について記載）









2 要求水準書表２の各評価指標に対して達成可能と考える目標値を提案すること（根拠　要求水準書1.5）
	（要求水準書表２でKPIとして設定した各指標項目に対し、達成可能と考える目標値を提案すること。「受容可能な下限値」が設定されている指標については、必ず下回らない目標値を設定すること。より適切な評価指標や評価方法の追加提案も可能。）










3 AIモデルの技術的な提案、モデルの再現性の表現方法を提案すること（根拠　要求水準書1.8、3.2）
	（以下の項目について、具体的に提案すること）
（１）AIモデル（モデル種別・構造、選定理由、特徴量設計、前処理、学習手法、再学習方針、改善拡張性等）についての技術的な提案（モデル改善性（再学習・チューニング・新データ追加等）を含む）




（２）モデルの再現性の実現方法・管理方法







　
4 機能要件（３日間予測、短時間予測、千葉県におけるオキシダント濃度のヒートマップ作成など）について、提案すること。（根拠　要求水準書2.1のウからク）
	（要求水準書の２．１ウからクに示した各項目について具体的内容を記載）









5 システム構成・機器構成・セキュリティ対策などについて提案すること（根拠　要求水準書2.6、3.9）
	（システム構成図・機器構成一覧を明示し、クラウド構成、機器スペック、冗長構成、具体的なセキュリティ対策について記載）






6 性能要件について、最適な水準・方式等を提案すること（根拠　要求水準書3.1）
	（参考資料３から10に示す県の利用規模・運用条件を参考に、性能要件（予測処理所要時間、画面応答速度、同時アクセス数等）について、業務要件・自社技術・運用コスト等を総合的に勘案し、最適な水準・方式等を提案すること）








7 達成可能な稼働率、バックアップ頻度、復旧目標時間（RTO）等を提案すること（根拠　要求水準書3.3）
	（参考資料１０を参考に、以下の項目について達成可能な水準を記載）
（1） システム稼働率
（2） バックアップ頻度
（3） 復旧目標時間（RTO）
（4） その他







8 運用・保守体制、障害対応体制等の運用・保守計画を提案すること。なお、本格運用１年目（令和１０年度予定）の運用保守コスト（見込み額）についても、仕様書別紙１を参考に提案すること。（根拠　要求水準書3.4）
	（具体的な運用・保守の管理体制について運用保守コストを明示した上で、以下の項目について、提案内容を記載）
（１）運用・保守体制
（２）障害対応体制
（３）ログ管理
（４）再学習、改善フロー等
（５）本格運用１年目の運用保守コスト（見込み額）







9 拡張性を考慮した設計・運用計画を提案すること（根拠　要求水準書3.5）
	（将来の業務拡張や測定局数の増加、取得する気象データのデータ数等の変更（メッシュ等）、モデル差し替え、外部連携先の追加等に対応した設計・運用計画について記載する。）







10 [bookmark: _Hlk223444484]テスト方針・評価基準について提案すること（根拠　要求水準書3.7）
	（要求水準書3.7（１）～（３）の観点から、テスト方針や評価基準について記載すること。なお、合否基準・再試験条件・テスト環境・報告方法について具体的に提案すること。）








11 運用テスト後、提案目標値が未達の場合の改善方法を提案すること（根拠　要求水準書3.7）
	[bookmark: _Hlk223444534]（提案目標値が未達の場合の改善提案（代替モデルの提示等）について記載）









12 開発作業等の管理手法を提案すること（根拠　要求水準書3.8）
	（適切な進捗・品質・リスクに係る管理手法及びシステムの構成管理手法の具体的な提案について記載）











13 [bookmark: _Hlk223444496]業務遂行に必要な体制を提案すること（根拠　要求水準書4.1）
	（役割分担等明確にした業務執行体制図等を記載）












14 成果物の種類・内容・提出時期（根拠　要求水準書4.3）
	（成果物の種類・内容・提出時期について、具体的に記載。）








15 教育要件に関する提案（根拠　要求水準書4.6）
	（県職員および次期保守点検管理者が当該システムの構成、AIモデルの予測方法や原理、システムの操作方法などを迅速に理解し、習得できるような効率的な教育計画・教育方法・教育成果物について具体的に記載）














２　その他
16 過去５年間に、本業務と同様又は類似の業務を実施した実績があること。（根拠　募集要項５（７）　要求水準書には記載なし）
	（本業務と同様又は類似の業務実績について記載）








17 その他（システム機能に係る任意提案（根拠　要求水準書1.6、2.2）など追加提案）
	（システムの機能について、要求水準書1.6、2.2に記載のある任意提案及び独自の追加提案やシステム設計における工夫等、記載する）

（１）任意提案について

（２）独自の追加提案

（３）その他システム設計における工夫等
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